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Ⅰ．はじめに  
 農道整備において環境保全に配慮する必要性が高まり、平成１０年度には「農

道環境保全調査指針」が策定された。その有効性を高めるには十分な調査データ

の蓄積が必要である。特に動物のロードキルについてのデータは少ないので、十

和田市周辺の一般道路で各種調査を行い、ロードキル発生地点の特色と共に調査

方法の農道への適用性についても検討した。なお、ロードキルは、動物の生息域

に道路が建設され、道路上に動物が侵入することによって発生し、動物の死亡に

よる個体数や種の減少という生態系への影響が懸念されている。  
Ⅱ．調査方法  
 以上の目的を達成するために次の４つの調査を行った。  

１．十和田市へのロードキル死体処理依頼データによる多発地点調査 

２．ロードキルの目撃・体験アンケート調査による多発路線調査 

３．青森県及び国の道路管理台帳によるロードキル多発区間調査 

４．ロードキル多発地点の道路の特色を把握するための現地調査 

Ⅲ．結果・考察  
１．ロードキル死体処理依頼データによる十和田市の多発地点の特色 

平成 9～13 年度の十和田市内のロードキル件数は、140 件であった。どの年度

においても、ネコが最も多く、次にイヌが多かった。特に集中・多発地点はなく、

市街地全体でロードキルが発生していたが、住宅地に多いのは、発見した付近住

民が処理依頼したためと考えられる。農村部の道路調査には適さない方法である。 
２．ロードキルの目撃・体験アンケート調査による多発路線の特色 

(1)目撃・衝突個体種別集計結果：ネコとタヌキのロードキルが特に多かった。そ

の他にもイヌ、ヘビ等様々な動物がロードキルに遭っていた。  
(2)目撃・衝突路線別集計結果：国道 338 号線、国道 45 号線、国道 4 号線でロー

ドキルの目撃・体験が多かった。この 3 路線以外の道路でも件数は少ないものの、

ロードキルが目撃・体験されていた。  
(3)アンケート調査の留意点：依頼者の走行路線の偏りや、同日・同地点で起きた

ロードキルを複数の者が目撃して記入した可能性もあり、注意する必要がある。  
３．道路管理台帳によるロードキル多発区間の特色 

(1)県道等でのロードキル多発地点：青森県十和田土木事務所が管理する県道及び

国道 102 号線と国道 338 号線はデータ数が少なく正確な位置がわからなかった。  
(2)国道におけるロードキル多発区間の把握：国土交通省十和田国道維持出張所の

国道 4 号線の管理区間と 45 号線のパトロール日誌には動物の個体種のみならず死

亡動物等の発見地点の位置も正確に記されていた。  
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図4　平成12年度国道4号線タヌキの月別死亡状況
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キル多発地点の現地調査 

号線における現地調査：国道 338 号線は全体的に道幅が狭いが、大型

く走行し、スピードを出していた。道路に侵入した動物を発見して

かったと考えられる。積雪時に道路の両側が森になっている区間で

ったところ、タヌキやキツネ、ウサギなどの足跡があり、道路を渡

ったことからタヌキなどの野生動物も多く生息していると考えられ

ル件数の少ない農道でも積雪地帯では足跡から動物が道路に侵入し

ルに遭遇する位置を推定することができることが判明した。  

図5　国道4号線多発区間密度
(平成12年4月～平成13年8月）
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線における現地調査：図２から
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ルが発生していることが分か

4 号線の中でロードキル発生密

区（図３参照）は、見通しが良

出やすいこと、夜間照明がな

が侵入しても発見が遅れてし

この区間でロードキルが多発する要因と考えられる。キロポスト 670
際に民家が多く人間に飼育されているネコ、イヌのロードキルが多

ト 671 付近はタヌキの死亡が多い地点であった。この地点には橋が

は森となっていた。積雪時

行ったが、どの足跡も古く

詳しくは分からなかった。

には特徴的な左右の乱れが

タヌキのものと考えられる。

道路周辺の森にはタヌキが

侵入時にロードキルに遭う

れる。     

 調査区間 24 区

密度 3.8 件/㎞

 図３ 国道４号・調査区間２４区 
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